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めざす姿：多様な価値観を共感できるまち

泉州マラソンを走る友好都市
ランナーを応援しよう！

友好都市ランナーとの
交流会を開催

■グレート・オーシャン・ロードマラソン派遣ランナー募集要項

ジェイムズさん

グリムセイさん

※表敬訪問など正式行事には現地通訳が付きますが、添乗員・
通訳は同行しません。

美しい海岸線が印象的なマラソンコースの一部

オーストラリアに派遣する
マラソンランナー募集！

５月開催のマラソン大会に参加しませんか？

　市では、友好都市提携を結んでいるオーストラリア・グレータージローン市で５月 15 日㈰に開催され
る「グレート・オーシャン・ロードマラソン 2016」に、２人の市民ランナーを派遣します。
　昨年派遣した２人のランナーは、グレータージローン市内の観光、現地高校への訪問など、マラソン以
外にも大変充実した日々を過ごしました（派遣ランナーの声などは広報紙平成 27年７月号・市ホームページ参照）。
　マラソンコースとなる「グレート・オーシャン・ロード」は、オーストラリア南東、ビクトリア州沿岸
を走る全長 220ｋｍにもおよぶ世界有数の美しいドライブコースです。壮大なコースを気持ちよく走り、
現地でのホームステイを通じて、泉大津市とグレータージローン市との友好関係を深める交流をしません
か。　［問合］企画調整課（市役所４階）

　２月 21 日㈰に開催される「泉州国際市
民マラソン 2016」に、グレータージロー
ン市から 2 人のランナーが参加します。
ランナーは胸に両市名とおづみんのイラス
トの入ったゼッケンをつけて走りますの
で、沿道であたたかい声援をお願いします。
　なお、本市内は午前 11 時ごろから 11
時 30分ごろまでの間に通過する予定です。
グレータージローン市からの参加ランナー
ブラッドリー・フラー・ジェイムズさん（男
性）
ジョアンヌ・グリムセイさん（女性）

　「泉州国際市民マラソン 2016」に先立ち、両
ランナーとの交流会を泉大津国際交流協会との
共催により開催します。
　本市とグレータージローン市との交流の発展
に、ぜひご参加ください。
日時　２月 19 日㈮　午後５時 30 分～７時ご
ろ
場所　職員会館（市役所敷地内）３階集会室
定員　先着 30 人
参加費　無料
申込　氏名と電話番号を、ファクス（21・0412）、
メ ー ル（kokusai@city.izumiotsu.osaka.jp）
または電話にて、企画調整課へ

５月 11日㈬～ 18 日㈬　（８日間）
11 日㈬　夜出発
12 日㈭　朝到着、ホームステイ
13 日㈮　ホームステイ
14 日㈯　ホテル泊
15 日㈰　大会当日　ホテル泊
16 日㈪　ホームステイ
17 日㈫　ホームステイ
18 日㈬　朝出発、夜到着
44ｋｍマラソン
２人
市内在住で大会当日満２０歳以上の健康な男女。
過去にフルマラソンを完走した実績があり、完走
記録を提出できる人。
市が設定したスケジュールで参加可能な人。

往復の航空運賃、現地での滞在費用は負担します。
ただし、任意傷害保険、パスポート取得費用、入
国査証（ビザ）取得費用、自宅から関西国際空港
までの往復交通費は各自負担。
申込書に必要事項を記載し、企画調整課まで郵送
または持参。
申込書は企画調整課で配布。（市ホームページか
らのダウンロードも可）
フルマラソン完走の記録（コピーなど）の添付が
必要。
２月 29 日㈪   午後５時 15 分（郵送の場合当日消印有効）
企画調整課
申込書の内容を総合的に評価し、選考。（結果の
通知は３月上旬ごろの予定）

派遣期間

参加費用

応募方法

提出期限
提出先

選考方法

カテゴリー
募集人数

参加条件

滞在中の
スケジュール
（予定）
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めざす姿：誰もが利用しやすく誰もが集える公共施設

適正配置基本計画 の策定に向けて

熱
心
に
討
議
す
る
検
討
委
員
会

市では、平成 26年 12月、公共施設の現状と今後の基本的な方向性を示す「泉大津市公共施設適正
配置基本方針」を策定しました。平成 27年度から、その方針に基づき、公共施設の方向性を示す基
本計画の策定に向け取組みを開始しています。　［問合］総務課（市役所４階）

皆さんのご協力
お願いします。

　昨年 11 月 13 日に第 1 回泉大津市公共施設等適正配
置基本計画検討委員会を開催しました。
　委員長に古阪委員（京都大学大学院教授）、副委員長
に柴委員（関西大学大学院教授）および吉田委員（立命
館大学教授）が選ばれました。
　当日の資料や議事録の要旨は、ホームページで公開し
ていますので、ご覧ください。
　２回目の検討委員会は、２月１日㈪　午前 10 時から
市役所３階大会議室で開催します。先着 10 人まで傍聴
できます。

　適正配置基本計画の策定に向けて、公共施設に関する考
え方や意見をお聞きするアンケートです。調査票が届いた
人は、ご協力をお願いします。
● 対象　16 歳以上の市内在住者から無作為に抽出された
2,000 人
● 調査方法　２月中旬に郵送
● 回答　２月末日までに同封の返信用封筒で返送

適正配置基本計画 の策定に向けて
公 共 施 設

検討委員会を開催しました 公共施設に関するアンケートにご協力を

泉大津でがんばる市民団体を紹介します。

市民活動の
Vol.22　「和花（のどか）」
地域で広げよう「たすけ愛」「ささえ愛」
生活のちょっとした困りごとをお手伝い
　和花（のどか）では、地域の中でふれ合い・助け合い・
支え合いの仕組みができないものか、試行錯誤しながら６
年目を迎えました。核家族化が進む中、少子高齢化社会を
迎え、老いも若きも生活の中での困りごとをどのように解
決すればよいのか思い悩むところです。
　専門家ではないけれど、「自分のできること＝してほし
いこと」でつながり、気軽に頼み合える仕組みをつくり、
趣味活動への付き添い・草抜き・旅行時の水やり・繕いもの・
季節ごとの片付け・引越しの荷物の整理など、身近に頼め
る人がいなくて困っていることをお手伝いしています。
　市民互助型の助け合いのボランティアです。「できるこ

と」を「できるとき」に提供し、安心して暮らせるまちを
一緒につくっていきませんか。この思いを実現するため活
動してくださる方を募集中です。

問合　和花 事務局（式内町 6―6―2　中下肇子　☎090・
8579・1627）　http://nodoka-good.sakura.ne.jp

連
載

（写真左）男性介護者から婦人用肌着の
購入依頼／庭の剪定の依頼

ちょっと困ったことがあれば一度ご相談ください。
できることがあれば、お手伝いさせていただきます。
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［内容］法律に関すること全般　　［相談を受ける人］弁護士
［相談日］毎週木曜日、第２火曜日（予約制。相談日の前日午前
９時から専用電話〈☎23・4400〉にて先着８人）
［時間］午後１時 30 分～４時 10 分（ひとり 20 分。時間の指定
はできません）

困ったとき、
あなたの力になります。

法律相談 （要予約）

（要予約）

［内容］ 日常生活のさまざまな問題その他、どこに相談したらいいかわからないこと　　
［相談を受ける人］市民相談員　　［相談日時］月～金曜日　午前 10 時～午後４時 30 分

［内容］ 交通事故に関すること（当事者間の示談のあっせんはできません）　［相談
を受ける人］市民相談員　［相談日時］月～金曜日　午前 10 時～午後４時 30 分交通事故相談

一般相談

高齢者総合相談
［内容］ 高齢者やその家族の総合的な相談　［相談日時］月～金曜日　午前９時～午後
５時 15 分　　[ 場所 ] 高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）　（☎21・0294）

住宅相談
［内容］市・府営住宅に関すること、住宅の耐震改修・助成などについての相談　　
［相談日時］月～金曜日　午前９時～午後５時　[ 場所 ] まちづくり政策課（市役所２階23番窓口）

医療相談
［内容］ 病気や医療についての悩みなどの相談　［相談を受ける人］市立病院担当者
［相談日時］月～金曜日　午前９時～午後４時　［場所］ 市立病院（☎32・5622）

心配ごと相談
［内容］日常生活におけるいろいろな悩みごと、誰かに聞いてほしい心配ごとなど　［相
談を受ける人］民生委員など　［相談日時］火曜日　午後１時 30 分～３時 30 分
［場所］ 総合福祉センター（☎21・9871）

児童家庭相談
［内容］子どもの養育上のさまざまな問題や、障がいのある子どもの養育などについての相
談（子どもの心と身体の発達、学校生活、非行や不良行為、家庭問題、DVや虐待など）　[ 相談日時 ] 
月～金曜日　午前８時 45 分～午後 5時 15 分　[ 場所 ] こども未来課（市役所１階３番窓口）

ひとり親家庭相談
［内容］ ひとり親向けの各種制度などについての相談　　［相談日時］月～金曜日
　午前８時 45 分～午後５時 15 分　　[ 場所 ] こども未来課（市役所１階３番窓口）

教育･幼児教育相談
［内容］ 学校や家庭における教育への適切な支援を行うための相談（児童・生徒、
保護者などを対象とした教育に関する相談）　　［相談日時］ 月～金曜日　午前９時～
午後 5 時　[ 場所 ] 教育支援センター（戎町 3－41　☎31・4460）　　※電話相談
も受け付けます。「心の相談ホットライン」☎26・0005　相談日時は上記と同じ

福祉なんでも相談
［内容］ 福祉に関するさまざまな相談　［相談を受ける人］地域包括支援センターの
専門職など　［相談日時］ 第２・４金曜日　午後 1時～ 3時
［場所］ 地域包括支援センター（☎21・0294）

［内容］ 人権に関すること（家庭内の問題や、学校でのいじめや体罰、DV など）　　［相談を受ける人］ 人権擁護委員　　［相談日時］ 第２・３・４
水曜日　　※市担当者がお聞きする「人権相談」は、月～金曜日の午前９時～午後５時、人権市民協働課（市役所１階２番窓口）で受け付けています

［内容］ 相続税、贈与税、医療費控除や住宅ローン控除、確定申告などに関すること　　［相談を受ける人］ 税理士　
［相談日時］ 第３月曜日　午後１時～３時

特設人権相談

［内容］ 犯罪被害に関すること　［相談を受ける人］] 市担当者など
［相談日時］月～金曜日　午前 10 時～午後４時 30 分　犯罪被害者相談

税務相談 ●「相続税に関すること」　●「国税、経理に関すること」　
●「贈与税に関すること」　

●「いじめ・体罰を受けた」　●「暴行・虐待を受けた」
●「セクハラを受けた」　●「ネット上で誹謗中傷された」など

そ の 他、担 当 課 窓 口 な ど で 受 け 付 け る 相 談

など
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めざす姿：多様な価値観を共感できるまち

台
湾
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー
、

パ
イ
博
士
に
よ
る
講
議
の
様
子

パ
イ
博
士
（
左
か
ら
４
人
目
）、白
石
理
事
（
左

か
ら
５
人
目
）
と
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
認
証

式
典
に
て

小橋幸子さん
（河原町）

北野雅己さん
（助松町）

花野夏代さん
（虫取町）

濵村耕大さん
（助松団地）

山田麻里さん
（下条町）

小西真緒さん
（虫取町）

台湾でセーフコミュニティの
先進事例を学びました

自発的に課題発見し解決めざす台湾の SC 活動に共感　

平成 27 年度　フカキ夢･ひとづくり海外派遣研修報告

平成 27 年 12 月 3 ～ 5 日の 3 日間、6 人の市民研修生が台湾・台北市に滞在し、
セーフコミュニティの先進事例を学びました。

本市の取組に
生かします！

参加者一覧（左から申込受付順）

　市では、国際化時代にふさわしい広い視野と感覚を
持った人材を育成するため、「深喜人材育成基金」を活
用し、市民の海外派遣研修を行っています。
　今年度は、これまでの語学研修に代わって、世界基準
の安全・安心なまちをめざしてオール泉大津で取り組ん
でいる「セーフコミュニティ」をテーマに、6 人の研修
生が、現在活発にセーフコミュニティ活動（以下SC活動）
が行われている台湾・台北市を視察して先進事例を学び
ました。
　研修生一行は、まず、台湾セーフコミュニティ推進セ
ンターによる講義とシンポジウムに参加し、台湾での
SC 活動の現状について学び、地域の SC 活動を推進し
ていくための問題点や解決方法について活発に意見交換
を行い、続いて、セーフコミュニティ認証式典に参加し
ました。さらに、具体的な事例を学ぶため台北市内の３
つの区を訪問し、中正区では「公共の場の安全」として、
安全に問題がある歩道や道路を地域の人々が意見を出し

合い整備していく取り組みなどを視察し、その他、信義
区では「学校の安全」、大同区では同区住民の憩いの場
である淡水河の「川辺の安全」について、各区が取り組
む SC 活動を視察しました。台湾では地域の人々から自
主的に SC 活動がスタートすることが多く、研修生から
は「みんなが非常に熱心に取り組んでいる。泉大津市で
もより自主的な取り組みを目指したい」と意気込む声が
ありました。その他にも、このたび再認証された同市文
山区が主催する食事会に参加するなど、セーフコミュニ
ティについて学ぶと同時に、さまざまな場面で台湾の
人々との交流を深め、充実した研修内容となりました。
なお、本研修の内容は、３月に開催される本市セーフコ
ミュニティ推進協議会にて研修生による報告を予定して
おり、今後の本市のセーフコミュニティ活動のさらなる
発展につなげていきます。研修生による研修報告は市
ホームページで公開中です。　
問合　企画調整課（市役所 4階）
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ど
な
」
険
危

て
く
暗
が
地
き
空
「」
る
あ
も
所
箇

い
暗
が
る
い
て
れ
さ
備
整
は
灯
犯
防

は
に
的
体
全
「」
い
多
が
家
い
な
い

て
い
つ
が
灯
門
「
は
ら
か
員
委
。
の

も
る
す
価
評
で
階
段
４
て
見
に
際
実

が
ー
バ
ン
メ
会
員
委
を
い
合
度
の
さ

る
明
の
路
道
。
た
し
ま
い
行
を
査
調

地
現
の
所
箇
り
が
暗
の
内
市
、
で
会

員
委
策
対
止
防
罪
犯
、
日
72
月
11

すまいてっが広が

陽
石
白
Ｉ
Ｊ

幕断横

〜
ズ
ッ
グ
発
啓
及
普
〜

！
出
進
で
ま
に
駅
津
大
泉
に
遂

〜
会
員
委
策
対
止
防
罪
犯
〜

街
の
夜
？
！
の
い
暗
に
当
本

　　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

はにめたのそ
な全安りよ

たしまし
価評らがなし認
確に際実をどな
さる明。察視を

　　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

いてっかわくよをとこの域地、は
情実ずま、はにめたの市津大泉な
が輪の心安・全安に実着

グ
ッ
ラ
フ
ー
ナ
バ

　　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

の心安・全安
心安・全安
たもを感心安
。すで切大が

　　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

のそ、今。すまきいてっが広が輪
と点題問、がんせまえ見に目は心

。すましらた
策対が人のく多りよ、でえうのそ

　　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

ん進と々着がりくづ台土のめたの
す」有共「を策対るす対にれそと

もに全安の域地がとこるわ関に策

　　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

。すまいでん
、でとこる

、りがなつ

　　　

　　

　　　

　

　

　

　

　

　

ト
ン
メ
コ
の
氏
子

事
理
表
代
Ｃ
Ｓ
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「いいね！」で、広まる泉大津ファンの輪
泉大津市フェイスブックに
ついて詳しくは、泉大津市
HPをご覧ください！

泉大津市フェイスブック→

泉大津市公式フェイスブックに
「いいね！」してね！

市の取り組みやイベント情報など旬
の話題をお届けします。おづみんの
情報もいっぱい＠・・＠／

10

8

6

4

２

0

（単位：mg/L）（単位：mg/L）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

…八軒川
…新川
…竪川
…緑川
…安治川1.7

3.2 3.5 3.53.6

0

5

10

15

20

25

大
津
川
水
域
水
質
保
全
対
策
協
議
会

調
査
事
業

▽
大
津
川
（
調
査
地
点
：
南
海
線
大

津
川
橋
梁
）
で
水
質
調
査
を
年
２

回
、
底
質
調
査
を
年
１
回
実
施

▽
河
川
生
物
調
査
は
槇
尾
川
流
域
で

１
か
所
、
松
尾
川
流
域
で
２
か
所
、

大
津
川
流
域
で
１
か
所
実
施

啓
発
活
動

▽
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
悪

水
の
流
入
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

の
有
無
の
確
認
を
実
施
。
ま
た
、

各
河
川
の
主
要
な
場
所
に
、
川
を

き
れ
い
に
す
る
よ
う
啓
発
看
板
を

設
置

工
場
・
事
業
場
指
導
状
況

　
本
市
の
公
共
用
水
域
へ
排
出
す
る

工
場
、
事
業
場
は
「
水
質
汚
濁
防
止

法
」、「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
」、
お
よ
び
「
大
阪
府
生
活
環

境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

工
場
・
事
業
場
に
立
入
調
査
を
実
施

し
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
・
点
検

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
騒
音
・
振
動
を
防
止
す
る
た
め
、

法
律
や
条
例
に
基
づ
き
工
場
や
事
業

場
の
規
制
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
な
ど
の
新
設
に
あ
た
っ
て

は
、
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
お
い

て
特
定
施
設
な
ど
の
届
出
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
騒
音
・
振
動
防
止
に

つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
建
設
作
業
に
つ
い
て

は
、
工
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
付
近

住
民
へ
事
前
に
周
知
を
図
る
よ
う
届

出
の
時
点
で
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
作
業
時
間
、
作
業
方
法
、
低
騒

音
型
建
設
機
械
の
使
用
を
指
導
し
被

害
の
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
公
害
苦
情
の
件
数

は
48
件
で
、
項
目
別
で
は
大
気
汚
染

12
件
、
水
質
汚
濁
３
件
、
騒
音
14
件
、

振
動
２
件
、
悪
臭
17
件
で
し
た
。

　
な
お
、
屋
外
焼
却
は
悪
臭
な
ど
苦

情
の
原
因
と
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

　　　　　

　　　　　　

　　　

１時間値の１日平均値が
0.04～0.06ppm までの範囲
内またはそれ以下であること

1時間値の１日平均値が0.10
㎎／㎥ 以下で、かつ、 １時間
値が 0.20 ㎎／㎥以下である
こと 

光化学
オキシダント

二酸化窒素

浮遊粒子状
物質

１時間値の年間最高値は、0.116ppm で
環境基準は未達成
 環境基準の長期的評価に係る年間の日平
均値 2％除外値は 0.055 ㎎／㎥ 、年平均
値は 0.022 ㎎／㎥ 、１時間値の最高値は
0.100㎎／㎥で環境基準に適合
環境基準の長期的評価に係る日平均値の年
間 98％値で 0.034ｐｐｍ、年平均値は
0.014ｐｐｍと、環境基準に適合

（参考）大気汚染物質測定結果

■市内河川のBOD経年変化（年平均値）■大津川のBOD経年変化（年平均値）

物質 環境基準（※） H26年度の測定結果

騒
音
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め

事
前
に
指
導
を
実
施

■
騒
音
・
振
動

１時間値が 0.06ppm 以下で
あること

※

環
境
基
準
：
人
の
健
康
を
保
護
し
、

生
活
環
境
を
保
全
す
る
上
で
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準

■
苦
情
の
現
状

公
害
苦
情
は
48
件

悪
臭
に
つ
い
て
が
件
数
ト
ッ
プ

0.020

0.000

0.040 0.0340.0340.0370.0350.036
0.060

0.080

0

5

10

15

7

9

55

42

2

2
7

注意報
予報

9

20 0.04

0.022 0.0220.0240.0240.023
0.03

0.02

0.00

0.01

（単位：回） （単位：mg/㎥）（単位：ppm）

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

　　

　　　　

　

●
気
象
の
状
況

　
本
市
で
の
主
風
向
は
東
の
風
（
陸

風
）お
よ
び
西
北
西
の
風（
海
風
）で
、

風
速
は
年
平
均
値
で
２
・
８
ｍ
毎
秒

で
し
た
。

●
二
酸
化
窒
素

　
二
酸
化
窒
素
は
空
気
中
や
燃
料
中

に
含
ま
れ
る
窒
素
が
物
の
燃
焼
に
伴

い
酸
化
さ
れ
発
生
す
る
も
の
で
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
発

生
源
は
工
場
な
ど
の
ボ
イ
ラ
ー
や
家

庭
の
湯
沸
か
し
器
な
ど
の
固
定
発
生

源
お
よ
び
自
動
車
な
ど
の
移
動
発
生

源
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

工
場
な
ど
に
対
し
て
は
、
低
窒
素
酸

化
物
対
策
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
二
酸
化
窒
素
の
濃
度
の
経
年
変
化

は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

●
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素

　
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と
つ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
主
な
発
生
源
は
自

動
車
、
溶
剤
使
用
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
で
す
。

　
工
場
な
ど
に
対
し
て
、
大
阪
府
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
適
正
な
施
設
の
稼
動
を
指

導
し
ま
し
た
。

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
主
成
分
で
、
窒
素
酸
化

物
と
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
の
光
化
学

反
応
に
よ
り
生
成
す
る
酸
化
物
質
で

す
。

　
ま
た
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
な

ど
の
発
令
回
数
は
、
予
報
９
回
、
注

意
報
７
回
で
し
た
。

　
市
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害

か
ら
市
民
を
守
る
た
め
予
報
な
ど
が

発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
市
内
の
公
共

施
設
に
旗
な
ど
を
掲
げ
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
屋
外
に

出
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
目

や
ノ
ド
に
刺
激
を
感
じ
た
と
き
は
、

水
で
洗
眼
や
う
が
い
を
行
い
、
保
健

所
も
し
く
は
市
役
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
な
ど
の

発
令
回
数
の
経
年
変
化
は
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。

●
浮
遊
粒
子
状
物
質

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
と
は
、
大
気
中

に
浮
遊
す
る
粒
径
が
10
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
物
質
で
あ
り
、
発

生
源
と
し
て
は
人
為
発
生
源
と
自
然

発
生
源
に
分
類
さ
れ
、
粒
子
の
性
状

（
粒
径
、
成
分
な
ど
）
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
最
近
は
単
に
量
だ
け
で
な

く
性
状
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
濃
度
の
経
年
変

化
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
市
内
に
は
八
軒
川
、
新
川
、
竪
川
、

緑
川
、
安
治
川
の
５
河
川
が
流
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
ほ
と
ん
ど

は
生
活
排
水
や
工
場
排
水
に
よ
っ
て

水
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
５
河
川
の
水
質
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
定
期
的
に
水
質
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
質
汚
濁

の
代
表
的
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の
経
年
変

化
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
大
津
川
の
環
境
を
守
る
た

め
昭
和
45
年
に
大
津
川
流
域
（
牛
滝

川
、
槇
尾
川
、
松
尾
川
、
大
津
川
）

の
本
市
、
和
泉
市
、
岸
和
田
市
、
忠

岡
町
の
３
市
１
町
で
大
津
川
水
域
水

質
保
全
対
策
協
議
会
を
作
り
、
平
成

26
年
度
は
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

■光化学スモッグ発生
回数

■二酸化窒素濃度経年変化
（年平均値）

■浮遊粒子状物質濃度の
経年変化（年平均値）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
は
７
回

発
令
中
は
公
共
施
設
に
旗
な
ど
掲
出

■
大
気

河
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

大
津
川
が
最
も
低
い
値

■
水
質

空気・水・音…私たちをとりまく環境の現状はどうなっているのでしょうか。
本市では、市役所６階に設置している大気汚染常時監視システムで大気の状況を調査し
ています。ほか、水質などについて、平成26年度分の調査結果を公表します。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

どうなってるの？ 泉大津の環境
平 成 26 年 度 版

光化学スモッグの発生予報などが出た場合、公共施設に旗などを掲出します。旗の場合、予報のときは緑、
注意報のときは黄色です。なお、施設によっては旗ではなく看板などの周知方法をとることもあります。
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な

時７後午㈬日42月２…館
時01前午㈮日91月２…館

会換交見意、めたう合し話て
っ知に民市のく多を館民公、
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新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● 生涯を賭けるテーマをいかに選ぶか（最相　葉月）
　大切なのは、「本質」をつかむこと。科学者た
ちの考え方に見る、人生のヒント。「禁断」の進
化論から大震災、脳の可能性までを取り上げた、
東京工業大学の人気講義を書籍化。〔一般書〕
● もしも人生をやりなおせるなら（ナディーン・ステア）
　もしも人生をやりなおせるなら、こんどはもっと
たくさん失敗したい。今から数十年前、アメリカの
85 歳の女性によって書かれ、いまも人々に読み継
がれている詩を日本語で紹介。原文も収録。〔一般書〕
● 奪われた予言書　妖怪道中三国志 1　（中学年）

（三田村　信行）
　予言書の巻物が妖怪に奪われた ! 妖怪は “ 三国
志 ” の時代を変えようとしている。未来を守るた
め、蒼一たちは、三国時代へ ! 軍師・孔明と豪傑・

張飛に出会うが…。妖怪だらけの “ 三国志 ” アド
ベンチャー、スタート。〔児童書〕
●世界一ときめく質問、宇宙一やさしい答え（中
学年）（ジェンマ・エルウィン・ハリス）
 　宇宙には行き止まりがある ? 葉はなぜ秋にだけ
落ちるの ? など子どもの疑問に、世界の第一人者
達が答える。〔児童書〕
●あとでって、いつ ?（宮野　聡子）
　とっちゃんの家はお惣菜屋さん。パパとママは
忙しそうに働いています。とっちゃんが「遊んで」
と言っても、「あとで」ばかりで…。忘れがちな
気持ちを思い出させてくれる優しい絵本。
●ヘルシーせんたいダイズレンジャー（やぎ　たみこ）
 　大豆を育て生計を立てていた、いそふらのく
に。ところが、突然「大豆禁止令」というおふれが。
このピンチに、大豆たちが立ち上がる ! 大豆のダ
イズな役目がわかり、大豆がダイズキになる絵本。

新しく入った本New Books

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

● 映画会
〔日時〕3 月 5 日㈯　午後 2 時
～（55 分）

〔作品〕「ぼくは王さま　たま
ごとめいたんてい」
● おはなし会

〔日時〕2 月 20 日㈯　午後３
時～（約 30 分）
● 赤ちゃんのためのおはなし会

〔日時〕3 月 3 日㈭　午前 11
時～（約 60 分）　

イベント情報Events

認定こども園じまん !

かみじょう認定こども園第 8回
連 載

ぼくの！ わたしの！

ONE FOR ALL・ALL FOR ONE ! !
元気いっぱい・笑顔がいっぱい

みんな大好き！芝生の「おひさ
ま広場」転んでも平気^_^

力を合わせてがんばった運動会！

▷園児数 286 人 ( 平成 28 年 1月現在 )
▷東助松町 4－8－18　(☎32・2212)

　平成 27 年 4 月 1 日に開園した 0歳児～ 5歳児までの短時
間部・長時間部 286 人の子どもたちがともに集う幼保連携型
認定こども園です。芝生の “ おひさま広場 ” があり、低年齢
児の子どもたちも安心して遊ぶことができます。また、乳児
棟の子どもたちが幼児棟にやって来て小動物を見たり、お兄
ちゃん・お姉ちゃんと一緒に遊ぶ姿はとても微笑ましく心が
和らぎます。自園でのおいしい給食をモリモリ食べ、子ども
たちは元気いっぱいです。
♪がんばった運動会！！

　たくさんの地域の人に支えられて 10 月 3日、上條小学校校
庭で運動会を行いました。広い校庭を駆け回り子どもたちは
力いっぱいがんばりました。低年齢児の子どもたちの演技に
はみんなの頬が緩み、とてもかわいかったです。
♪小学校との連携！！

　上條小学校の全教員が、施設見学と子どもたちの様子を見に
来てくれました。子どもたちは大喜び！！お互いを理解するこ
とで教職員間の連携も今まで以上に深まり、小学校へのスムー
ズな接続を図るためのさまざまな取り組みを行っています。
♪子育て支援！！

　一時預かり・緊急一時預かり・ケロちゃんクラブなどを行っ
ています。また本園２階には地域子育て支援センター “ たん
ぽっぽ ” があり、親子で一緒に遊ぶことができます。遊びに
来てくださいね。子育て相談も受けています。

かみじょう認定
こども園データ

大好きなうさぎさん！

16


